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＜パートナーシップ＞

☑

☑
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☑

☑

☐

☑

☐
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三側面
（分野に☑）

徹底した省エネ機器訴求に向け、提案書、省エネシミュ
レーション提出、販売構成比２５％達成

省エネ業務用エアコン
202３年度１６0台
２０２４年度目標５００台

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

省エネ機器展示会、提案会21回開
催、延動員2250人

環境配慮型機器拡販によるCO₂排出量の削減
省エネ機器の販売数（シーズン中）
２０２０年１５６３台⇒２０２３年２００
０台経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

フロンガス破壊⇒再生への取組
２０２０年全数破壊⇒２０２３年全数
再生へ転換を実施

自社工事受注物件の冷媒回収分は100％再生処理にて
達成

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

展示会時の訴求活動・勉強会の実施
２０２０年３６０名（コロナの為オンラ
イン実施）⇒２０２３年１４０名（対面）

前期の指標に対する実績

ステークホルダーへの環境意識向上の機会

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

ステークホルダーへの環境取組提案徹底、大規模展示会
2000人動員１回、個別勉強会20回250人動員

ダイキンは『空気で答えを出す会社』として、人と空間を健康にする製品を提供するとともに、販売店と
の間に信頼関係を構築し、自治体の補助金を活用した取り組みを強化しています。
企業内部においても、従業員１人１人の状況に応じ、働きやすい職場環境の整備を図ります。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

ガス回収分破壊⇒再生100％

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

市場での冷媒転換や徹底した回収・再生・破壊

社会

経済

環境

働きやすい職場環境構築
有給休暇消化率向上
202３年度２０％⇒202６年度３
０％

社会

経済
・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値お
よび更新時（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要がありま
す。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な
取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境
市場への低GWP(R32冷媒)転換促進、
既存冷媒(R22・R410A)徹底した回収・再生・破壊

202６年度迄の空調機更新物件を
R32への転換

社会

経済

環境

環境配慮型機器拡販によるCO₂排出量の削減
省エネ機器の販売構成比
202３年度25％⇒202６年度に３
５％

事業者名 ダイキンＨＶＡＣソリューション九州㈱熊本支店

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

温室効果ガス排出量を２０５０年に実質ゼロにし、世界の平均気温上昇を２℃未満に抑える地球温暖化
防止目標を揚げました。その達成に向け２０３０年には５０％以上の削減を目指します。事業活動全体を
通じて環境負荷を低減し、気候変動の抑制に貢献する企業を目指します。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞


